
第26号 33.2.28

早春有感調査部畏

 東支那海さば漁場調査

昭和32年度第3次

 まぐろ漁業試験及ぴ対馬慶流水系

海洋観'測報告審

 東支那海さば漁況

 薩南海域のか一しき、まぐろ延縄漁況

(第45報)

.奄美短信

質間欄解答

各部言記

分努目記

編集後記

別府義輝1

 布童留.膣義一'貞β3

肥後遵隆工0

漁業部32

漁秦部34

大島分霧綴集蔀富7

調査部舳

編集部42

犬島分場.繍集部43

 鰯集部“

鹿児島県水産試験場



早春.有感

 査部痔別府I義輝
 琴孝季つふ苧禾†咋芽岬ヂづ午・紡予ぐんでい
 る今貝縦氏新鮒亨卒の坤呼戦士カs産業戦鰍馳せ
 参ず嫡襲厩景がよく繍吋㌔こ納煙突の少いとの地
 方の産業⑳な奮立為陳起因する一事箏なのだが、氷山の一角

 とし育のくレ・て早史亭部分が、掛値な←の事藻だけに、人々
 の立雛よって小雅帥「どうにかな宇和もgか」という
 .感慨が、一抹の鐵よ.う感1を伴って心をよぎる事だろう。
 ・螢む光・の歌も馳ず、春の観光虚と㍗違い平酌かけて一
 行く幼な身の心憎を想うて心ふきがると云うの沌感奮であり

 恒の中の仕組.や政策のせいだとして紋切塾に毒づいて見るの

 沌浅ましかろ㌔さ抽ばと、音の立心駄みに、壮各報を負
 ラ・て故岬後にす奉。蝸の.図や可愛いふ子に奉帖族にな
 ぞらえて邸・も。叉余唯心がわ一字レかろう・
 辱械・・靴な服繰返されて来苧=とあ風景g影にひそむも
 のは"貧困〃であり、大入達の世代が率い世代えの負い自と

 しセ'叩大入牢がまとも健受けとめ㍗なしには・事畔善・
 えの蓬竿:開かれまい。
 過去半世毒紅亘って。労働力の供給堆、底らぴに軍人さんの

 産地と'以撃岬困苧生んだ双鯛が本県の歴史と騒済を支
 ・えて・嵩たが、害しくもこの兄苧牲外鋼には全く縁もゆ牛り
 もない闇繭罐うべく宿鎗づ払牝て1・たほかりか、甚しレミ
 時は互に姫銃する配置に歯カ;れていた;
 こ'の・辺に"打倒貧困〃え⑳総力を結集できぬ病根がありたか

 に想はれる。

 勿論会鳳銀苧としてボラ、コラ土壌g名。産飽として天与のハ
 ンデキヤップ仁目を覆うわけには行かないが、"地の利は人

 の和にしか㍗辛いう平法は通用せよかしと願う岬で挙る1
 '固南を綾つ千李県の漁業人口の紬ど犬部純色琴する沿岸
 一漁業を大写し記してみると・辛鉢の画面の濁るとさして写り
 栄えのしない錯稼ぎのいξなみと司資源の準少に哨吟す一る村

 田I・工冊一



 村の姿しか見当らない。

 平治中鰍降二綿キ帯してき坤繁漁業漁鹸触異
 分1され千行く近賦叩卵管。岬1苧那な猟琴入れる.こ
 ことが叉き・呼枇ρそ序セ血'資源{卵の繍と1・う形で骨
 頭打電がすぐに轟れて抜犬再生産えあ望みは大正年・代楓はす一

 .で健勅れ.て.レ{明目えの空しさか坪ま一戸かのみいり一は
 濫費き'れ少し気咋い一泡人は一もりと外の1も少し'ま咋牡撃
 叩つせと宰.宇、つぎζ嶋と?して雫壌の合理化へ資、
 源培養えの。努力は油漁場の配分や漁利⑦券防方一のかげにIかく

 ㍗でそφ影が薄れていった億..
 その帰籍'と'して乏しいが蔽砂集中・は進み・かんじ'からめの支

 配関一紬鮎の数締まゼ存帥た・辛しそ毛一め縞一は今な
 一印咋人の岬尾苧ひいて長膳り←て帖さへ∴・・
 私臓師崖漁繋の背負っ千いる過去鯖く牟・Iとあ舶年
 一.基とし千将来え明察を試み宙予・して甥甜.ぎ砲戦神こ
 .一とを探すあであるがせまい蚤3レ;・知見ではありて・も∵女触
 、なり'の・目鷹を求めなくして一は去ら凶。'''二
 南極点繧立つ一て歩洲す入のよう1む、せろも1へ;存づセも北向・
 さという・ζとでは甑亡羊塗かこつにととなろゴから。
 二では何か字

 1"資源坪㍗㍗垂舳苧㌣.と云㍗で㍗1・



 '東支那梅かさば漁場調査

徳留陽一郎

 鴫∵港昭和33年〆月2夕日(鹿誓脅港〉・
 入港昭梅33年五月÷ツ屋(娩酵港)
'調査録帆蛾三重県議寄丸(/76穐480滅

 魚裸一・庫研製作S.G600型.

 ロラン東京計器製作スペ鳩塑

レヰ

 乗組員数・4ク名

観測器具率定率付棒状水温静1本..
 プロペラ禰倒岬計岬
 一㊨ネ小(プラソクト¥裸一取用)1式三

 使用雫料.7,90〆、.
 積込水量go電

概況

 !月23目ソ.6時漁霧養(ギ向蝋岬一5・理'農林漁区'
 …)魚群警索す一るも坤高1.非郎困難坤らだ・氏夜
 .半まで亙W～W審り健航走し・27:97異!千2一条3週で魚・
 群雫見・点灯†るも浮上状雛良<な.かつ準ザ
 ∠000〆位一釣獲した時池酷数隻寄って一来たので緒庫4500〆
 程度の釣獲で終る。値鑓30隻余?、一.
 !月24目27-27N/2ユー39理で小さな魚群を発見2ノ

 時雫迄約50.0〆釣獲。その後撰率単結多く約60隻セ海
 土は凪で捧受縄鉛'2隻も見受けられ小さ加魚群の取り合い

 になる。しかし本騒に良く集り㍉弓の。目の計み200〆位
 〃月25日夕妻れと同時に昨夜の附近を探索を始めたが、
 魚繋健よる竈録は全然なく。わっか小さな反応を見たが浮

 上せず、たまに小群が浮上しても審老船多く23時頃まで
 で300〆位の漁獲が茜つ勉のみ;そρ接擬索だけに愛され
 るo



 !月26目μ時頃より急叩候が悪くな平カ5・以上の・
 強風とな岬索g吋の運戯ダ醜隼ま牢ま全群を発見I
 ・し点灯2鰭閲余彗で浮上{片灘あるいわトモ.でク人位で釣
 るだけ肥終建繕2ぱρ戸の漁鑓㍗

 !月ボク員0時30分頃菓船に寄せ20〆位の漁。全然漁

 なし荒各農と;李不漁
 !月滋8員一夜中探索壷するも全鎌魚群を発見悌来ず漁襲

.なし

 1月2ヲ昌探索するも全熱なし、海上もいよい‡風が強く

 ・g時30分帰途につく。

誠寄丸航跡図



         月日ノ月23一24日252.6目2ク員28目29日
         魚場27一徹IN27r23N27・!2N2クー3!珊2クr雪8N27こ羽Ψ繰7一毒3

         位置4、町32-39孤〃2ぺ。理μ2→プ財〃r紳町.2

         天天候bC・Ri立・わCむ・Lb・L帥
         風向;鵬'㌧㌧」唾
         波浪払2

         表面〆屍8〆£4         グ伽1一榊」岬o㍑孝2-3組㍑、、戸、仁ノ、。丁棚「・一汗         水'混'。洲制化8グ〃/ε3
         30㎜昆砂一/紬/硯

         L舳/脇/zoノ頼工
         魚探による癖泳深度一、紗イ。1珂35山、タ5画二
         浮.bめ遼遠遅・還'遷「吾          ト
         群の大小密度小大小小4・⊥
         集魚の状態やム良や工良悪悪悪I
         漁獲・最∠500〆易0δ0〆,300〆一。250〆20〆コノ⊥_o
         池船あI状滅最高44舳0〆寓劣5'00靴00-0.ク0ρ〆・高500船出■各般燃し

         嚢低500〆500最底0嚢低0・・低0



体長体重組成

 ④体長

渕憲尾数3書出尾
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 測定亀奨が少なふったが上の表から一して産塊の備・轟に達し
て'いるのではなかIろうか?

体長組成

(測定尾数306尾)



調査部九万田技師査定

 垣工色城輸C撮養憲撰況・・一(東海ぎは漁場33年グ月4ヂ、28目)

 ◎一沈11安躰縦μ日坤・㏄固が暴も多く・幸抽孟・目
 と鑑三已づ一るに。㌣っ叙・て二少・なくなrっ}(。レ、る越

 この湊域の水揚講査簸稗に基いて比較してみると

 ノ95揖禎バ戴2ヲ爺Nン2強3扮肋m03CC眠
 3ブ烹J“分官8ミゑ4度137分理のα03"

1956年

 ・,身7蔓:.蕃2分襲!3事変5身分三書ユ032一"

 ・に比べて蟄か1こ率い億舳ってい㍍(!9亨岬!ぞ56年
 蝸鮎〃。鯉から垂産採集して.いるため〔.今回舳湘
 より垂直採鎮〕垂蜜駒な三五塾識室tO選量の分布橿琴を考慮
 すれば、米当り換算の沈澱量比較も妻当ではな箏.かも知れ
 一ないが量曲に多い罎窩は窺鄭できる。二一)
 ◎組成割合印穀類甲穀類以外の動物燈、種物一性一(但し

 大型プラγクトソは概数繁定)に木部して組成割・合音.みる

 へ琴・律した岬共・甲殻類が・g+・0%を紬ぐ鮒
 .睦が!0一%、植物睦は極めて少一い。一律し多5日.侭.牢漸10
 %を示しているる

 甲穀類が最多割合を占めているのは“.使用した轡ネシトの
 選択娃によるξこ・るも大きいと思われるが“!955年9月の

 甲穀類千0%;動物.憧㍑%邊・籟物学・0%叩べると、
 今回は甲穀類一の割合・が大きい。
 ◎PユaハktO孤の騒類

 て甲穀類工4'回巻通じて多い麓類として牲ea;1&nu亀
 醐・・1・㎜葛・坤・脇でバ日{・5目一にMy・id船6・・
 が多いのは特筆される。叉24目に.凌Rhi撮。a工&nu熱
 工uGiξCreCもが克られるが強の3睡段全然毒ちれ往い健
 一36ヨ28畠は準墓襲鐙が少く・なっているのと共に種類も少く

 なっている⑬・なお嘉6日は理て1三業員註θ尤&の割合が多・くなってい亀
 .」7仙



 鰯雅美趨鯛含としては詑述の、辛うに帥奉グ㍗誰.一1・
 で登るが一蝸通じて外穣琴は芋y・書.・y鮒・一
 P。鯛蝸◎11以棚一醐&1弓増蝸変作をみると号バ服
 穣責望1最も多く同種類で細y・◎6抽i民G王Oわ主gθ・地亀
 Ti優生innC….三蛇竃。カ…多く・25日はPyr◎CySちi黛、
 0Pれ三.Q率五u㌻暮u§、Ti撮二むin邊Oine民二{・二・二。
 .2㍍縦1匁OP王.破e鴎王yrOCy醜iS-
 28買1砿参轡hi◎蔓五u志書写貴由]≡iyrocy§一む二…一幸Glob二1山g讐r生撮3

 が多く見られ。パ市・墓6塙28目と鰯次G賊i籔三一1流鵬

 呼㍗.㍗占め押合が増加してい私
 事8一岬浮薄卵期が採集されており.サパ邸?と思洲

予億一.
 !穫咳干・坤紙i・ポー・…が最烏多.1・…次い・÷
 CG鉦帥境.純蝸・鞭が・多くみられる6'・1・1

 2・弓に鮎耳級言・軸i・11邑鰍タ…軸・・Ω・P
 宇多一くなっている。
 1大型P1赦嚇〕S曙it楓◎i室O砧鉗耳・・が多く一.
 ・24台も25日肥は一SiP血。遣◎贈ユ。r氏L包孤e五・1iわraaGhia
 .1∂,rv色が多い二I詳し26日。.i8一目には極めて少い一か・或は

 全然み.られない。

 26目には.6-i至(O葎亙㊧じr亀が欝に多くなつ.ている1る.

 以上をサバ漁獲量との.露係についてみると冊

 沈澱量、.巫ysid暮,ce曇一書工立撮tiΩPo二1一Ωe&確包魍e11i午

 b亙劃撮C五iε.1亀ギぴ亀と宇ま1正の福関がみ.られ、◎phi◎Pエ.u㌻6uS
 王跳午は食の積甲が西ら1㍗善よ.うであるが二今回の護猷・j一
 け.では纏跳葦れとは云えず、今後の調査によらねば鮎ない。



y

 Y1..、

ト

†'・†1

 ....亨采隼.啄度1.今川1手6何1手。舳一146小1

 1'一一一}・'I一'一..一I.'一.一.II'I一.一I..一..一}.一一I.一一一一....一}.一I'.一.一一..†一r-k一…

_貫

3

一/



考察

 今航鮒業者船であったが;設備の声備した船て語雛即
 便宣を与えて養りたら'一字書1,き、二点.ゼ、..
 の。。一・1・・一・∵.1.1・～ポ
 奉納鯛ミ、砂到献る鮎・で鮎紅も連破森で最高
 5000〆(24目皿2ク度25分過/22度3書分附近)の情報が

 入卜路その蹴近に到着した・23卵4日頃まで準木雫各
 船と。も,乙000～期00〆の漁で左程懸くはなら一たか?たが、

 2鮎圭り急に悪くなり各般紅広い鯛に渉る漁場棄索炬

 蕃ったバの轟合如何なる探索方苧をとれば最も適勿であ
 るか“重大な関心を寄せると・ころ下ある。
 今鏡輝の調査で、28則轡ネ～ト紀.よψ、さば卵らしきもの

 を採奏したことか・ら・小字.し・I妙魚等と肌1墜明後
 に飾付しにく一く帥叩ヘプ㍗一ク.ソ量②滅劣蟻
 漁の原因の一つとして考え帥るか、.第五部車1紬雛
 '撰定柵に当り長年漁蕩の水温奏竿÷水深か烏雛を紬
 しその調査結果から最も価憧の擾坤所を漁場と戸I紬
 螢を続け、臨カしているの鑑み、命目の如・く既成漁一場が一

 応壊滅の状態となりも漁場を新に擦雫す干に醸しては辞
 共和丸の釦.く・も。静圃酌な調壷によつそ効果をあげるよう一
 漁船に望みたい。・

 一月下旬よら6月上旬にかけての不漁一原因について砿今後1.
 充分な調査の必要を感じた。

 ④棒受縄健ついて

 昨年来さんま讐受縄船;仁よる操業が間蜜とされて㍉・一るが目
 今航海において2隻が擬'繋している嘩牽確認した一筋定が
 守られていないのは遺感である。網による影響について直

 帆論一すること倣むつかしいが1、跳鐘船と一諸に操業する
 ことにより貧事寧が悪く群が幾劣・散るということは事実だが、
 今後充分な調査が必要である竜

 一g・



昭和32年度第.3次

 まぐろ漁業試験.及び対馬L・暖流水系権洋観測報告声'

肥後道隆

 §まえが一音

 一昭和32年度鶴3次一まぐろ漁業試験と対馬暖流水系海洋鰯

 測を実.施したのでその結果一を報告する。尚本試験紅は養義犬
 島古仁屋寓稜水産科実習生(プ名)内之濡町から研修全グ名

 が乗船芦苧漁苧の実印及ぴ卵苧即の実習を実旛した雫

 §・調査の要'旨.一..

 対馬暖流水系海竿秤舵・実強い撒度吋5一事臥"θ度
 一榊駆の海域の調査.幸計箇南下し午④
 上記海域においても最初3愛4度434度)35度において藻業

 雫壷れ・その後当部雫舳皐〃月・・卜μ月…圓)
 舳い㌔野成戯を較めた鰯嘩H3鍍)37度眈漁場
 を移動したが漁事すとぶる悪く、後半は再び前記・瀬場の喜調

 査をなした。今航献湘.いてへ牌の同時鶏の藻靴比し
 千漁事は不蝉叩つ泡探繋は甲雛漁馳おいてμ回繰
 桑をなし帰姦についた僚

 §海洋調査

 慶帰島県闘闘崎㌧奄美人暮サyドγ岩.(別紙観測資料st・二

 !}9)及び漁場までの航海中叉は漁るう中毎目μ一学気象皮・
 班・砿tOnの採雛繋施した。(鯛観測資料参・馴.

 §漁業調査

 別記まぐろ延輝を使用して下記の調養をなした。
 4・一般海況

丑一般漁況

 ._工δ:_・



 3.経緯度別、漁獲状況及び魚体調査、魚種蜘漁獲状況

 5一ビ=・・一〃製重油タンクの使用試験

 4その値・の事項{

 (尋試趨肥及ぴ設濾

 議:戯船・一・。照合丸9£93竜300馬力
 詳痩('うし招当醤発刊…月報第7号参照の事)

(bl

 緯糸及クレモナ峨(㍗モナ9棚当?5本行
 舶州寅鰍・卒..,セキ予,寸・・喋釣元ワイーヤー
 ・一・炊約金いユ・寸.一神・・嘩
 特殊サ㍗カゾを使弔(当場永浜技呼考案)しての釣の増
 加による試験を実施(.別区)

 {驚.1…………=特養家サルカソ5'0繭

 セキヤマ!'一個に付享jk

 §.実施期闘一

一4自!957年!1月!8目虚偏島港出港

 〃.957年"月24目許周県潜水入港
 至!957年〃月2g目箆児島入港

 ユ操繋翔間一

自!957年!!児28目

 玉舳嘩瑚仰.、
 エ操業回数1.3回

 劣漁一場バラオ島南東海壌

5一観郡総測達数一37点一



 §一般海況

 調'椿至奄美大島歩ぺ.ソ岩間岬虚分卵示ピたものが第..
 μであ琴岨郷琴・呼流幣は鮒以窮氾弧水漏輔年
 にれ・て糟低書.と苧っている・.鈍6岬琴以馳招いても稽明
 かな承渥の錯窟漬向.が見IられるしS七一5蹴近は窺低目(各観測
 層)となつて一にる。

 §漁場購近

 今回の主踊場雌嘩測鍍～ノ・・雫近睡鋤布曹二叙
 図・に示す。等温隷の走者は!50恥附近まそは薩練貞宣を平行し
 華定した分布を示しているが、〃回目操業附近には下麿橋

 本帯の突蝸が亭・象磁甑更」琴(150ψ深㍗いで1.1、で?
 昨年同靴此して承醍、雛膏喩らてい・る。一



 §漁況

 第・次師海ぼ3琴確"3艘ブ37度の小海区叩岬琴.
 鞭なし錐率及魚種別鯛鞍鯛ヤに叉昨報鶏.叩
 '漁壕蹴近で予施い6結果との呼坤・1黙示咋
 釣獲靴妙.て顯㍑上g鱗を収め乍海区は嶺ト・回
 操業の境却外哨醐雌U33度5み臥ノ紺餓8服の比較
 的Wよ箏の溝区の呑であり司その池の操業においてはみラ0～

 炉とい、5.後バ低い漁況.であり勾漁琴劉釣獲靴おいて
 はキJ・・ダ肥名いて最高島47。メバチユ3よであり。平均して
 キハダ〃¢。メバチμ8が両翼であり地名の健の漁程(ク

 ロカワ・メ〃キ・パ・ヨウカジ†・t6.!はα08以下と,
 なっている竈魚種瑚萬環状況ではメバチの362%を最富にキ
 ハダの3∠2%が1之に次ぎクロカワ。メカジキet◎が漁事さ・

 一れているが、いづれもト2%のもので畠る。特.にこの魍磯

 で目立つこと.村イ類が∫Z・%二を占め…媚目標靴.洲1
 ては、サメ薙琴が全漁獲尾数の50%を示←ている。
 当海域の漁況について詳綴な資料が少いので当揚で実施した

 昭和3・!年師次吏帥3海年第2次が那.域狂ので比較して
 みると“マグ㍉率ジキ類の総釣盤率及魚.種別出現;割合は脱
 表篤3表の通,りであるが釣鐘率において、・昨年岡時期実施し

 た第3次航海のZ86及本年6月実施の第2I次航海5ηを下

 まわる早g!%と癒っており漁事は不漁に終っている◎魚騒別
 に.お伽てキハダに.ついて臥〃、年第!次のξ83}32年第2

 決の43名をは為か一紀下ま。わる〃9(3～年よりZ6尖32年第

 2次より〃5だけ低下)であり、クロカワー子メ.力・ジキ和.共下
 まわり曜メバチについては、3/年第ノ次より474.32年一

 よりα86上坪して4・8となっているσ魚琴舳I現率で一は町
 キハダの、μ亭一戦昨年篇3次より3妙%、本年露2次より.
 2号9%以上まわっている⑰魚体については、昨隼.導3次掌俸
 長"!鰍～!30磁、本年第2次では"機鰯、以下あキハダが圭

 鉢宇示めていたが“冷航海隼.紗ては俸暴〃8ブ3鋤の範
 囲のものが主体となり、、遷去6艦1航海中俸長組成の大きいも

 山ユ、§血



 のであg、叉メニくチに洲でも、螂一頼m、俸重μ～κ〆
 のもの・が主ポと一たって奉り、'魚俸些り見跡組成竿食、好である。
 照南丸㊤当時の灘況を各島楽船め結果.をも合せ.て考嚢すれば
 μ月28目～ね月才5日頃,茎ではバラ{オ島附近では/00遠級漁
 船がノ0隻程'度擦繋をな一じ、メバチ30、キハダ20位の濠を
 なし、、清発な.漁幕楓注.かった様である。これらの魚種別麗'戒
 を昨年第3紬海と比較してみれば、メバチ岬雛増撫し{
 キ^ダが低下しているが一メカ珀クロほその植には牽鳶り大.養.

 ぼ認めら牝ない。

 漁場紅炎・け一.る各暦氷渥

 踊場に於け奉各層水温と幽獲率を第.3図に示した。

 これラを奉年譜2次轡隣.比較し千みると表甲岬㌣い手.
 は著しい差偉鵬め師泰一いが5ρm以深仁おいては像澄I字
 示している剛

 魚俸について

.名体長及体重

 合航海にお.いて蒲獲したIキハダ、友ぴメバチ紀ついての偉
 長組成表皮俸長と体重の相関を表はしたものが第4図“冤5.

 図及第図で、ある。

 キィ、ダ・につ'レ・セ

 今鏡海に施けるキハダの多くは体長"8～μ0.物.町もので

 あり体長組成表で判別する機忙木理(イジ)め.出現が少なか

 っ㌔.こあ組成表を苧霧各航海の組成表と比較してみると、
 メジの、混獲率苧少い国儀。上820～〆32鰍㌍モードが見一ちれも
 今迄の全銑海を通じて.魚森としては二番大型のものであった。
 メダテ.紀ついて・・
 今航一海牝招いては韓メバチの出現の増大を見たがその庫体

 についての組慶一表は別区の様楓.μ壬;～μぼセンチという広範囲

 にモードをもつものであや。体長タ。〆～グぎ〆建慶1'のものであ
 った。

旧工仏._
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第2表 魚種別出現率表
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 漁獲焦の一睡嬢割合.
 篤・一表に示す。如く.争。魚師鯛苧く一キーダで牟雄μ4;垢一酸
 拙%、・メパ才で畔鍬匁舞雌%ξ乍.邪バの鮒
 は当場9各航海一共呈む唖1し・であるる・
漁麓一蕊撞殖隷熱露{一

 冬魚種・共雄について段未熟卵の繕巣苧大部分であり、卵巣た
 ついではキハダ.挑%、・メーパチ27一となっており成熟卵は少い。

 §其・の樽の叩一
 サ=箏の被声幣つい・て
 ナメ細岬岬.嵩!4狐畔ψ内外で平均5%で鳶倉航
 海よ。り一準るかヒ勢い。

 尚こあ1サ1メ被害率の多寡は漁具の使用時聞及サメ類の漁獲量

 ρ憲二練二㍗か今あ平㍗撃柱う舳わ紙
 マグllコ..姦及カージキー一サメ以外砂漁撃.物以外のものを誰として

 記入・し兎苧こや1亭戸全軍の鈎獲率吐出〆.辛ありその主なるも
 の㍗㍗ト・1サ人ラ・カニ7オ。等てあつポ
 ..漁獲量ξ熱寓琶

 別奉第6一奉に.示す即く中央の最深部の釣の位置が漁獲がもつ

 キ.も多㌻〃岬紬ノエ峡一ψ純な?千おりこの釣位
 津との関紙郊海と大凱予へこ1の鎗位置との関榊、一
 魚群のがい痴暦と簡係す.ると窺がわれ去が。.釣整されたもの

 の生、雫ダ釣竿賛坤秤ずけられ亭ので.甲ら1林勝泳献らか
 めな1岬走。、
 特写文～レカ.ソの使用弔らレiて

 前言己.の様孜擦繋呼斑2～地5藻業,回まで/風に付5δ個を使.

 周して早苧が千回は釣獲率の・低い準と叩の琴Iで確実な岬
 苧得られ。な苧?牟・が餌のかけ方及操業方式雫硯究などで釣の

 増加=に'よ戸漁叩増大叩る.意味㌣ザて命後の研究課雫と
 .して卸÷1して行;苧たい。・

 山五嘗一・
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第6表 操業所要時間
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 収入の部

魚穣
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 {バチ'一I

 カジキ類
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水揚員数
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 第図各層水温と釣獲率

操業図



 キハダ体長組成表

 メバチ体長組成表
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第3次航海 航跡図
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 東支那海さば漁況
漁業部

 .麓雛港繍ぎ1サバ捧.鮒砂亭1払琴入港苧.く・・曳給水
 熊μ6μ～戸とな?μ1島。老の主漁場紬榊鮒期・111
 肥鮒る雌ジ戯蝸4捗醐4鎮0紳嚇中心の蔑.秣漁区
 5'参事5^二5～4区においてほ上{中旬まで姪漁場となって
 いたが、中萄後半及下旬紀おいて炊更妃露西に鉱夫さ孝し534.
 二544、,の書添区が冬裸叢艇禁中の姪漁場とな・:}て

 い・善、む漁1初去{鮭春一南二嬉塁れば.と中有及下働麓半においてはか
 凌音)葦サI濃紅一恵まれた一が嘔・月末.(26～30日)に驚いては山・時全
 くの不.馳終って・吋二岱鱗船の蝉は土辛眺乎増.蝸
 位咋鮎～・日1操郊率箏が率場の鉱夫を伴い濠壕の柱
 後日数の増加を来たし鳩へ・μ百戯海と.なり・築業鉛の漁獲量は
 大部丹ク000～!α口似?〆と≒。、一ラー」も似で癌.口=む孤ぺ.簿黍二の琢漁醇

 叩洲^卿〆とし・ラIさ'びし㌣漁雛鮒蝉も紬鳥
 漁場での漁郡あ洋一上宿鋳付は芳'しいもの・ではな.いが!肩甲の

 雫率現象としては魚群め鮒水深(餓肺水深)苧;前月よ
 ・り譲級琴め舳(普姦I中樗の・・～ぷ臓ま中ものが60下
 伽プ乏が浮上の悪い二因と.も亭っている。'
 海況繊海冷水の舌端の南下は前月ξ大差なく妬2干亙μ・一
 度呼⊂噛1り漁場での永渥は㍑・醐嫉という極隼て広
 い錨菌一向だあユり潮目艇返の.温度勾配依大意レ、、'一文下旬に招い

 て胆黍率風舳鵬雛1舳畔靴1如岬伽㍗
 現牽(2月上旬)は漁汐1も好転しスクチミノセ脱も5,5
 あ鉢て一操案されてい為ボ・磁那溝辛斧雛幻灯旬の不
 漁鮒谷とン.て新次肺†るも・のと唐・わ、れる。.

 I33雫、銅餓島準蹄・叙

 旬・準船一.入苧騒漁鯖一.ニニー師平埼
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 薩南海壌のかじきらまぐろ延縄漁揮. (第15報)
漁業部

 !月中の入港絡'は〆5隻で託月籔3隻に比しずい分減少してい

 亭・これは東海に苧れていた漁船の大部一争が大平洋近海g
 ビンナガ漁に.従事する穣紅恵われる。二な辛夷準に懸漁む喝いる
 'のはごく螢かで上物は全く見られないがサメ類の釣獲率はタ0

 ・%以上にの膳?ている。大辛淳の一漁弩は前月より水漏の低下
 が目立もタzo～2αoになり一ビンナガ漁も〃%以上の海域も多く

 なりて・いる。メノアも前月に比し稻々良.ぐたり!74区漁雫で
 件5%の好繊壷示して紅り戸貞より3月紅かけ、活発な動き.
 を示す・様である竈

(交憲 徳留)



漁業漁況図

一段操業回数
 二段かじ曳まぐろ漁鰯数
 三段かじきまぐろ鐙襲率%
四段漁場記号
 ×印サメ類跳鮎酬織
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奄美短信

 古蝸㌣予瀕行㍗珊乗叩縛㍗叩又山一で蟻咋旅
 人の章雛沼ありハ舳と云評大一島でト寸変った蹄を
 幸重よ一砿垂率ぺ住周平野紀章ボ違む』と旅人はホットずる。、
 嚢転手偉無神藩な山道壷還即た安堵雫で^で琴分酔
 率し客年小平字たれ.う延案内し苧からも煙平の煙をう戸そ
 う苧く・ゆら㌣宇
 ・千れ1そ本地のバ・班繭けて名・瀬在率が典来争よう牟岬
 ・肌具;ξ輔跳1ラツタに肘よ字1れての・、・蝉腕
 職る・雫・い桃来で・一店の固奪天鮒り千ジ1亨被坤牛.
 全く繍法袖下卯鳥匡あ乎舵肋る往恵州に返坤.
 電所鴻成し・プ㍗苧雫の舵言、帯は発電甲の完成ξ
 ・純枇'夜香三繋るさ.繍岬と覇紬いヌ辛雫モ
 こ・の嫡翫の呼鮎へ削岬から主ク年⑳滅
 一が減㍗塗苧呼る縮れて橋鰍要求して騒洲し鮒
 .・'そや乎紬蝋ξの榊意竺年間琴が持上ら危と舶
 .色感事そある。.・.
 まだ李島群卵紗レなか佃雫政府時代・・}鰍
 繍李醐雛坤支所と漉馳かき禅⑫臨率実験舳
 撃蟹・二じ趨秘常狐土地の子ともなじみ深㍗柵岬兆一
 義雛納古'仁呼、沖縄郵融移蝸牝那覇の岬と共..
 同事築あ形で彼あ地で好評を博し当時の軍政長富やアメリ車
 さ々颯喜ぽれたもあであったが…

 麿桑の薗本蟹煽以案分離され兜沖響のかつての同僚選砥、今ほ
 肇うレもう麟穣のもと一走水産の研究と取組んでし?曇であろう。
 牝ま肥来一る沖縄夢韻告書塗手1ζしてはζ加って禦同僚達をし
 聰ぶのである長
 ζムしばらく此の欄で音沙汰も次かった^プ公も気温が上昇

 するにつれ叉そろそ一ろ散歩としやれ込むだ.ちう。地震や雷に
 よ湯冬薮圭り目覚めるといラがそラいえば兜鐵大きな施慶が

 あった。.山登りに快適だξ恩」う頚俸もう大藩蛎山緯危レ{o
・{7}



 内地から麸畳さ・れセ職・貴琴が休白骨利馬し乍面一自い蘇鉄や。
 ̂マツダを集めて種木卵するの宇見紛イ;…い・好奇心から爵
 で育つだ磁繊揺叫和だ?て路岬るが重だ勉碑鮒り
 虹とみえエどん脇好の息の。でも持って帰るのくそん嫡
 二鉄なら議でも敗れると女1の子よ心やかされ、家の人と・も笑
 は抽て・しまう㈲自分で争るとどの蘇鉄より・もよく.見えるのだ

 舛∴・。

 蹄豪・なレ1もgはし外方がよいだろうヵい.'ト人苦笑'
 †戸杢吉仁弓野9㌧壇・辛;随も・冒一に砒舳どり見る見る郎1
 海が裟雫二2㍗率る一時も・事務室の酔は実験室が完成しつ
 つ亭りガ純度昨工場改進の見通しも㍗て細率の表情
 は弱るい。

 ㌻∵㍗∵一1㌻に㍗鐘半を祈
 (3喜ユ1IムY.1・S記ジ

 .4ε._、'



質問欄

 閥一.・1・・二、一∵';一1'二・
 A二〕二本釣及一莚蝉漁榮の酔・なるr土.ビ」I養甑どんなも'
のかq

 μビ鹸金やで神とどろ糸㍗たら紬せて下さ㍗
 ・一岬㌔率卵平基。ついて∴.
 lBつI「バ々コ..の養殖について

 4移・殖一が廣来・るかと一うか。

 島県内叉は県外で尤ギ優1秀待生産地につい手。・・
 4増殖の方法について塙一その効果は?・・

 G)牢の那中二繍㍗づ頃へ、、
 戎加雫呼岬㌔.叩。蝉撃那し花6…全然
 とい咋幸・叩.1ξれ叶った…二
 時坤が姦か†㍗ヅ岬.の吋の鯛㈱ら
 せ下さい。一

 ∴∵….笠疹町役場一水、牽,鐸.

答

ム)

 .凋在鋸エ幽琴殖をやってレ・ると'ころはあ?一方垂ん。
 島養殖。の可否.にgいては・「・エビ」の種類延よって異るわけで

 でぺ淡水産のある麗類で'は施設と管理が適当であれば養

 殖も不可能ではないでしよう。併し問題,は、漁協におい

 て時その養殖をやる場合、漁護者の需要をみたすためヒ

 琴献旛轟艇鍔隷錨飛島の蓄選だ?たら、
 或程度簡単そしよ?6
 何れにして毛自然g繁麓カを操護す右方法はと名べきで
 レよ㌔跳同一'漁即樹擾。滞覇の艶輝・・1鞠紬劔硬。
 輸採法一藻事造呼等乍㍗、
 文面だけで娃句.どあ種類のエピかはっきりわかりません
 ので、エピの標本く乾物セも可)を足をもがないよう紅

 ㌃享一9ザ.I.一_一一一一一一一一一I一一」一一⊥一



 して送りて下戸い。(それによって、養強の可否二方法も
 も曇りますパ)

島)

 ・脳への異一殖はできまダ・一・.く.
 砺んど県下全沿岸で郷されて㍑すが冒就中書志布'志
 一.湾沿岸電厨久根沿氏指一宿沿岸が多いようです。
 毒バイは全国的に広く分布していますが.暖流壊の砂=泥め

 流に多レ;碧貝で)外輝停砂浜に多いようで†o勿論二笠
 沙町沿農にも棲息しているでしよう。資源量ボ少なけれ

 ば胞研より移殖することも良いです一が・蜜卵さ一せで1粉猿
 を誹ることもできま.す。即ちも卵性海藻讐にも産み1つげ
 さすが、窺バイを入れ元あ箏海水池の中健、竹であんだ
 ・附綿を入れて・∴1.卵を産壱せる有法と、親バイあ多.服
 岬海に附着器をいれて亭.卵さ・母・保護して薦肌ま丸
 1紬榊40一目闇で易化し警ふ化し泡幼幽ブ・ラソハγ
 として鰍しな苧ら2早餅達離榊入り、け月で殻

 ..こ・長徽3・ミ・リ組'成長、'・!年で.11～名タセソ・チ冊2年で・5、〃
 .セッテに成長して親に牟ります。・ふ化した子一パイを滝で

 一で蛾し三いる・ことはしていません。
 ハーイは食'肉怪ですから、ツメタガイと嗣様池の貝蓼を套
 ぺたりして害を与えることが一あ'けI妻す6一この・庶・豚注意し,.

 池宕がよwてしょう。.

 鰍、水準、輯分等の環境二親養の繕築議な兜蝋1の鑓詫
 二・が.。パイの養殖肥適しているかどうか也それとも,外の

 貝蟹の養殖に適しているかどろかを准つきり把握して珀
 対策を講ずぺきで'しよう①

o)

 4蝸一(和名・バカガイ)⑳擦取持鰍ま1芦癌“亭.勇頂
 から翌年の3,4月頃までです。

 本県喜入浴篇では2月から採取しています。''一I'一

 昨10臓験採取して、全然採取されなか吠毛うで
 すが、採取されなかった原因としで、}応採取時期が早

一40一



 遷雛ζと11もあげられるかも坤ませんカ㌔それりも
 ・暁獅にどのよ'う珪方準㍉どの辛うな毒.即鯛
 し泌蝸凱なり率を移殖咳方法が悪からたり1不
 適資な欝所へ穆.殖・しで藁.れば死滅乃至は適地へ移動した

 こと参考一えられます・ので、移殖前蜂予定地の適否調査を

 充分行?ことが必要・です。。

 戸建可養媛鰍ついて簡単にお鮎ぜ一します手1で苧靴
 .してrきい構
 習儲旬棲息龍¢きるだげ肉轄の楓一波の欝ふな'海水の清澄
 'な一所で、かん愛の高いノ～2華の浅海の砂泥地。

 底質紘.泥其よりも弧の公選の多いところがよく(細砂8

 割～9割5分田泥“5一分一}2割)そして一鼓く深さヲ～
 μセンチ以上.2,グセ!チ～雄センチ位'まで貞・が潜入し得名

 とζろ。

 比重はμ20∵μ3ぷ位迄・・(最適〃裏3～〃24)水深一は寸

 子潮時.!～3尋内外である。

 稚貝採繁時期は3～坐月で蒔付けに適当な稚貝の大き・さ

 はZ5セソチシム8セ;ソチ位のもの、蒔付数量は一坪に対し∫

 升↓2升。

 成長度午!㍗殻長喜・センチ舶抑ソチ身榊師衡
 センチ穀嵩姶2セン丸3年で殻長4きセシチ、殻高ξノセソチと
なっていますが

 …一4玉肥



各部日記
 ・漁業部日記

 喜月続蝸ト。/ボマグ逮一漁榮武戯のため㍑時出航
 才茅・昌試残鎗照南丸を用船して.対馬麗溝漁場調査衛行

 う幸と1乙ついて麺海区水一藍轟究所近藤凌富楽熟

 一夕8黒一疑窮丸～時帰港

養穏部暮竈

 ㍗岨。真謙入札会一
 一季余者少後く残牟ながち流会

 5月島ク・竃神戸市県勃蜜館に於て再度大礼金

 .∴一本県雫産で紙苧離殺の†雛壕予殖に寸甲率の
 示さを得た時・岱,套、1''

 ノ月1省・.㍗、嘩小鯛琴亭二し牢んエ蝉..
 2月㍑貝P.ソコセリ。ス籍蝉始.二.。。.、.

 製造藷愛.り

 η3目中野搬鮎率物叩贈及の㌣寧宇宙ヅ率
 3月千目1目㍗リセ叫銚k・・真空包率弔㍗箏介あ

乾燥機練鞠灘翰..

 52日フーイーツ{!三ソ伽{工一プ〃の飼料試験

 ノ3目魚体描の製晶化について蒲達親譲二譲と打合

 ノ4ヨ加工残査働剰罵の再積討につい.て

 .!7冒藤困技鰍北九州溺門方面ぺ出張魚肉^ムソーセー
 ジ調査破究のため

 ノ8最・佃うしおソー一セー一ジ製造

 ・㍗.吹上町羅済課長外・名乾燥装甑りき調査さる。
 2卓、・25目さ軍大和煮鍵諦趨遺

 26目・数8冒一かつお内麟試験

 一・山里揖'



調査部日記
 対馬暖流プランクトン壷憲・(4目～ノ3昼)九万田靱'上雷

 .人工雛モデル作成(、㍑㌣目)一文秀
 油脂特薮鹸定(!3～55.辻㌻上頭'
 兼利用簑瀬飼料魚鼓議(事異～20量)弟子丸

 改産穫あゆ晶質藪:夜薄策(契冒}タ5目〕別府

分場日記
 朋20自もっ'く宙'う尾育成状況謂壷(薮.刈)

 28目かもあ兎揖港て第三次瀬愚'本釣漁業試鍛工

 29目I畠山分揚褒田穣翼轡繋予二真打合せのた一め・名瀬賜睡・
 φシゴ漁棄試畿資料盤曝(2角5目迄)

 胡加もつく、帆育成状況調査(蘇州)一・二
 胡畑二師箏年度復I翼撃発1こよる加工場改造計画そ8殖一

、

 .予曇(支庁築決定プ'
 2月ノ08きびなど待網仕立擢導く繭戸内町麺吉見.)一

 山_畠3・"



編集後記

 全国漁載青年発表大会妃蜷いて本県代表頴姓敏・出身あ浜

 。田さん.(女性)がふのりの増殖と、^う研究課題で各県代
 奉を抑免て全.揮}位健当選した。一弼外・漢1石;く1故し伽・導紋

 却らぬが水蜜庁.当局の意.回する新農.山漁村連動・とよく今
 ツチした内容去盛り込ヤだものが期せずして1一致し念一の
 で俸榊だ亭=ラ札それと当融略奪率靴よる賃源枯
 渇の憂い辛ら脱櫛一するため資源培養,という分野開拓えの

 方向を甲示した・も年とし一でうなずげよう。
 本県に招ける浅海増殖による産物のウェイト竿給水物
 に比較して1九牛の一毛にすぎないがこの人為酌増殖手段

 一は水産界の旗手として登騒正一てくるのも見果ぬ夢活もあ.

 るまい否是非そうしなければならない。


